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英語仮定法表現についての一考察
－指導の簡素化を中心として－
北　沢　達　雄
A Study of Subjunctive ExpressionsinEnglish
－On Simplification of Teaching－
1．はじめに
一般に我々日本人にとって，法（Mood）はわかり広
くい。とくに仮定法（SubjunctiveMood）はむずかし
いといわれ∴理解しにくい。これは主として日本語には
それに正しく対応する表現がないためであらうと思われ
る。日本語では文綾上の理由（仮定法の欠如）から，仮
定の命題を他の命題から形式的にはっきり区別していい
表わすことが困難であるが，英語では事実の断定と，事
実に関する推定，仮定，想像（Supposition）などを示
す言語上の表現技術が豊富であるので，．これらについて
徹底して指導する必要があると思う。第2次大戦中，わ
が国では「必勝の膚念」ということが説かれ，「もし負
けたら」というようなことを想像することさえ罪悪視さ
れた。こうして国民全体が負ける場合の想像さえあらか
じめ禁じて戦争に突入し，敗戦をむかえたりだが，この
時の状態では，少くとも政府および軍部の言語哲学にお
いてほ「もし負けたら」という仮定的・条件的命題は，
「負ける」という事乗的・断定的命題と全く同一のもの
と考えられていた。このようなことは，単に戦時中だけ
に日本におこった偶然の教育方法とは思われない。この
ような教育方法を支える言語哲学を，我々が潜在的に今
日ももっていることが重大なのである。この言語哲学に
対してかなりしっかりとした批判力を養うことなしに
は，健全な科学的思考を我々日本人に育成することは困
1）
難であらうといわれている。
さて，本稿では上述の趣旨から英語の汝（M00d）と
は何であるか，とくに仮定汝（SubjunctiveMood，）表
現を直接法（hむcativeMood）表現と比牧して取り扱
い，併せて複雑微妙といわれる仮定法指導を簡易化する
ことについて日頃考えていることの一端を述べ，指導の
参考に供したいと患う。
2．法（Mood，）とは何か
文法でいう汝（Mood）には学者によっていろいろな
説があるが，JespersenはItis much more correct
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to say that they（＝mOOds）express certain atti一
七udes of t血emindof他e Speaker t0Wards the c〇m－
2）
tents of thesentence．といっている。すなわち法を
文の内容に対する話者の心的態度をあらわす動詞の語形
変化とみている。元来Moodという語は，mOdeと同
語源で，ラテソ語のmodus（＝mOde or manner）か
ら来たものといわれるが，同時にまたState ofmhd
Or feelingの意味を表わす別語源のmoodという語と
の連想も伴っている。細江逸記博士は「叙法」という用
語を使っている。まず注意しなければならないことは，
Moodはある動作や状態に対して話者がとる心的態度，
心の様態の差異が定動詞（FbiteVerb）の語形に示さ
れた場合に限るということである。話者の心的態度は数
詞以外の語にも当然現われるものである。しかし，たと
えば，ただprobablyとかifとか，或いはundoubtedly．
というような語が，ある文中に用いられているというだ
けでは，たとえそれらが話者の心的態度を示すものであ
っても，Moodの対象にはならない。したがっ七ある言
語のMoodの数（低額）は，その言語に上に述べたよう
な話者の心的憩度の差を示す動詞の語形変化がいくつあ
るかということによって決るのである。
現代英語においては，Moodを直接法（mdicative），
仮定法（Subjunctive），命令法（Inperative）の3種
に分類するのが普通であり伝統的であるが，その識別は
必ずしも判然としないことがあり，とくに∴bdicative
とSubjunctiveとの区別が問題となり，困難な場合も
ある。たとえば，C腑㍑ノほ」血perativeであり，He
CO桝gg．はbdicativeである。同様にHeグ形のdoit．／
Heねぎ〟reねgo．／アgrたαがitねtrue．などもIndica一
七iveである。一方，工wisbit柑βγ80Ver．／工do not
know whethershelove me or not．／Godsave the
khg．等においてはSubjunctiveが用いられている。
しかし，このような一般動詞の3人称・単数・現在と
be動詞の場合榊は明らかに語形上の変化が見られるの
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でよいが，その他の場合はどう考えたらよいだろうか。
ユndicativeと雷形が全く同じ場合には，たとえどのよ
うなContextに用いられていても，Indicativeであっ
てSubjunctiveではないという見方も可能である。こ
の見方からすると，I wi血Ⅰ如dapiano．／Youspeak
asifIhad money enough．Itis necessary thatI
remain here．などはいずれもSubjunctiveではない
ということになる。しかしながら，これらの文における
－動詞が単にbdicativeと同形であるからIndicative
であって，亭ubjunctiveではないと主張するのは，余り
々こも校枕的な見方といわなければならない。同じ構文を
用いて，Wereを含む旬（動詞が過去形の場合），ある
いは3人称・単数の動詞（動詞が現在形の場合）を代わ
りに用いたとする。たとえば，工wi血itびgrepOSSible
for me to have apiano．／工tis necessary－that he
等・emain hereのように。この場合Were，remainが
5ubjunctiveであることは明らかである。とすれば，上
例IwishIhad′一．／Iremain tiSubjunctiveである。
ただmdicativeと偶然同じ形態をとっているに過ぎな
い，ということができる。この場合同じ形態が遣った横
磯（Function）を果してはならない，ということには
ならない。
ある動詞の語形がSubju皿Ctiveであるかどうかを判
定することは，あらゆる場合に可能であるとは限らな
い。その最大の理由は，古い時代の英語においては当然
5ubjunctiveが用いられたところに，現在ではIndica一
・七iveが用いられるようになっているからである。たと
えば，かつてはWereが用いられたところに，WaSを
用い，工wid1he以化か一．aSif heぴα5一．のような形
がおこなわれるにいたっている。Iwisbbe甜αgpreS－
lent to hear you．／Iwishit WaSSPringalltheyear
TOund．のように。またIfIJf点g youI do no七九esi－
1．atet01etyouknowit．という場合，1ikeがSlユb3unc一
七iveであるかIndicativeであるかは判断できない。
Tfhelike youhe does二nOt～．とも，If helikesyou
ノーノ．ともいうことができるのであるから。したがっで語
形が同一である場合，それがSubjunctiveであるか
ユndicativeであるかの判定は，判定が可鰭であるとき
も，不可能であるときも，特定時期におけるその言語の
全般的な知識がなくては不可能ということになる。たと
えばShakespeare時代の英語とMod．E．では判定が
＿違ってくるし，またSub5unctiveが次第にIndicative
々こ代わりつつある傾向にある今日のBriti血Englisbと
Sub3unctiveを盛んに用いているAmericanEnglish
とではやはり判定の基準が違うことになる。
以上は形態を基準として，ある形がSnbjunctiveで
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あるかIndicativeであるかの判定について述べてきた
が，一方，意味のうえから，ある種の心的態度を表わす
ものはすべてこれをSubju皿Ctiveであると考える立場
も成り立つ。だが，やはり学校文法においてある程度形
態的特徴に重点を置いたほうが便利であろう。意味のう
えからJb的態度の差を表わすものをSubjunCtive　とし
て取り扱っていく際には，どのような心的態度の差をと
りあげるべきか問題であり，その限界決定も困難である
からである。
3．仮定法（SⅦbjllnCtiYe Mood．）について
（1）仮定法という名称
ある事柄を事案としてではなく，話者の心の中で考え
られたもの（思想，概念，嘱望，意志，計画，仮定，想
像）として述べる法で，一名叔想法（Thought Mood）
ともいう。SubjunCtiveという名称は，他の文法用語と
同様に誤解を招きやすい語である。本来この語はローマ
文法家の用いたSubjunctivus（L）に由来し，prOper
to beSubjoined（従属すべきもの）すなわちSubordi－
nateClauseにおいて用いるものという意味であっ藍
〇・E・においては，その従属節が確実に事実を牽わして
いるのでない限り，あらゆる従属節にSubjunctiveを
必要とした。工wisil′一．などに続く従属節においてだけ
でなく，Hesaidtbat′、ノ．など普通の間接話法において
もSubjunCtiveがふつうであった。今日の英語でも
I desire地atbego．ノ工Wonderifit毎tme．ノIfear
也atile毎discovered．のような用法が見られる。こ
のように従属節にSubjunctiveが用いられている場合
Subjunctive　という名称はまことに妥当でそれにふさわ
しい。JohlSaid，“Ia皿．SOrry．けを話者が自分のこと
ばに直し，Jobnsaidthathe一．と間接話法でいうと
き，J血nsaidということは事実として述べられている
が，也at以下のことは話者をこより事実であると判断さ
れているわけではない。それはただ考えられているだけ
である。つまりJobn’ssayingはFactであるが，
John’sbeings rryはThoughtに過ぎない。しかし
ながら，このようなThougbtを表わしている従属節に
必ずSubjunctiveが用いられているかといえば，もち
ろんそうではない。Subjunctiveが用いられる場合もあ
るが，用いられない場合のほうが多いのである。間接話
法においてもJohlSaid，（tbat）beぴαgSOrry．のよ
うにIndicativeであり，他の従属節においても古い時
代のSubjunctiveに代わってInd，icativeが用いられ
るようになっている。
一方Subjunctiveは0．鼠　以来従属節以外にも用い
られている。Longlive theking！／Heaven helb himJ
などの独立文における用法がそれである。これらは機能
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上からいえば，Tbougbt　よりはむしろW■illを表わす
もので，形態的にはSubjunctiveであるが，意味上は
Imperativeと密接な関係があるといえるだろう。以上
要するに，Subjunctiveという名称があらゆる従属節に
用いられると考えたり，あるいはまた従属節以外には用
いられないと考えたりしてはならないことである。また
S11bjunctiveが必ずしもThoughtを表わすものでな
く，またThough七を表わすものがSub5unCtiveに限ら
ないことも十分に注意しなければならないことである。
Subjunctiveという名称は古来広く用いられてきたの
で，たとえそれが不適当であっても変えることは困難で
ぁ。，また日本語の訳語も，「仮定鮎「叔想凱或い
は「接続法」といっても，いずれもその一面を伝えてい
るに過ぎない。
（旬　仮定汝の種嬢とその名称
わが国の学校文法では，しばしば仮定法を
A．仮定法現在（SubjunctivePresent）
B．仮定法過去（SubjunctivePast）
C．仮定法過去完了（SubjunctivePast Perfect）
つ．仮定法未来（SubjunctiveFuture）
の4種類に分類し，それぞれの名称が示されて，学習に
利用されている。しかしこれらのうちA，B，Cは形態
に基づく名称であり，つは意味に基づく名称であるとい
う矛盾がある。文法用語の非妥当性は何もこれだけに限
らないが，学習あるいは指導上の効果の点からは望まし
い慣習とはいえないと思う。そこで試案的な名称である
が，次のようなものを掲げることにする。
因　原形仮定法（RootSubjunctive）
飼　過去形仮定法（PastStlbjunctive）
的　過去完了形仮定法（PastPerfect Subjunctive）
これらの上下を比較するとき，上のD「仮定法未来」
に相当する頓演が下にないことがすぐにわかる。いわゆ
る「仮定法未来」はIfitぶ如〟掃raintomorrow■，I
sballnotStart．のようなものを指すが，これは掬の
1垣とみなしてそれに入れる。また，意味の面からIf
地esun畑87■eねγねgin me w朗tJ wouldn’t cも．ange
mymind．のようなwere七〇十Rootも卸こ属するも
のと考える。
（3）形態と意味
現代英語において，どのような形をSubjunctiveと
して認めるべきかということは，相当に困難な問題であ
ることを2の法（Mood）とは何かで一応ふれてきたが，
ここで更に仮定法の形態・意味に関連して詳述しておき
たい。
一敗動詞にあってはbdicativeと形態的に区別でき
るSubjunctiveは3人称・現在・単数形（たとえば，
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hesee）のみである。be動詞にあっては，Ian／be
is／hevas（Indicative）に対しIbe／hebe／hewere
（Subjunctive）という区別が認められる。しかし実際，
口語英語（Colloquial血gli血）においてはIfIbe′一．
などということはほとんどなく，区別して実際に用いら
れるのはWaSとwereくらいなものである。もちろん
0．E．に遡ればかなりはっきりしたSubjunctiveの形
態変化が見 れる。しかし，現代英語に関する限り，
Subjunctiveの語尾がきわめて稀れであり，99パー七ソ
トまでbdicativeと形腰上の区別がつかなくなってい
るといっても過言ではない。
Subjunctive退化の原因には二つ考えられるが，それ
らはいずれも相互に影響しあっている。すなわち，第1
にmdicativeとSubjunctiveとを区別する語形変化
が，屈折語尾の水平化によって失われたこと，第2に両者
の磯能の差異に対する言語感覚がうすれてしまったこと
である。このような言語感覚がうすれたことは，たとえ
ば，必要のないとき，すなわち文脈によって明らかなと
きは，Factを述べるにも，Thoughtを述べるにも言
語的な区別をしないという英語の一般的傾向によっても
理解できる。Boxers groan，nOtbecausetheyarein
Pain，but becausein uttering thesound thewhole
bodyis braced up．においても却下理由（Re5ected
Reason）を示す節には，ラテン語ならSubjunctiveを
用いるが，nOtbecauseという語形によって却下理由が・
明らかであるので英語ではbdicativeを用いている。
同様に直接話法と間接話法の区別もMoodを変えるこ
とによって示す必要を認めない。He comes．に対しIf
hecomes～（＝Supposinghecomes′ノ）がThought
を表わしていることは間違いない。たとえその内容が実
現性の少ないことであっても，mdicativeを用いて一
向にさしつかえない。たとえはIf he comes here t0－
day orin two mon他’s timeeven，′一のように。この
場合，今日の英語では，書く場合にも，IfIleCOme一，
のようにSubjunctivePresentを用いることはまずな
い。Subjunctiveを用いるとすれば，If he Were tO
COme′一，ある。また襲現性の少ないことを強調しよう・
とするなら，Ifbyanycbancehe血ould come′一，
のようないい方をする。これらは本来のSubjunctive
Presentが無力になっていることを示すものといえるだ
ろう。
一方，従属節におけるSubjunctiveに代わて広く用
いられるmay，mig九七，血all，Sbould－たとえば1est
he dieに代わる1estbenay die／lesthe　ぬould
dieなど－ほこれもSubjunctive衰退の一因をなして
いると考えられる。実際には，これらの助動詞も，起源
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的にはSubjunctiveであるが，現在の語感では，その
ように感じられなくなっており，また形のうえからも
Indicativeと区別できなくなっている。しかしこれら
がThoug壬ltとしてある事柄を述べる手段として，古
いSubiunctiveにとって代わる機能を果している場合
が多いことは事実であり，またその限りにおいてほ，こ
れら助動詞＋Routの語形をSubjunctive－Equivalent
として考えるのが便利であろう。
SubjunctivePresentに比べ，SubjunctivePastお
よびPastPerfectのほうはまだ相当に用いられてい
るoIflle：didtllis，lle、TOuldsin・J／Ifhe Tz（7d done
this，he wouldhavesinned．などいずれもSub3unc一
tiveである。この場合，bdまcativePastと語形が同じ
であることは，これらがSubjunctiveではなくTense
の1用法であると考えられるが，SubjunctiveMoodを
認める以上は，Iwi血Ⅰカαdapiano．／工wishitびβγg
possible／V．などをSub3unCtiveの中に含めていけない
ことはない。本来的にはその成立を異にするTenseと
Moodという文法範疇（category）が，言語表現にお
いて重なり合い，入りまじるにいたってその複雑さを増
しているのが事実であって，整然たる形式的分析はかえ
って言語の本質を見失うおそれがあるともいえるだろ
う。ところで，SubjunctivePastが比較的多いという
のは，・それがIndicativeでは表わしにくい横能をもっ
ているからである。If you．棚βre rig‡lt，工血ouldbe
Ⅵ・0ng．とIfyotlαrerig的IamWrOng．のような
二つの文を比較すればよくわかる。両方とも現在（未来）
の時に関係しているのであるが，Indicativeを用いた
場合には，話者が相手に対してどのような判断をしてい
るかわからない。Subjunctiveとを用いれば，話者が相
手に対しYou．arenotrigllt．という判断をしている
ことが意味に含まれている。
このような差異を文脈によって示すのは困難であり，
したがってその差異を示しうる文法的形態が今日はなお
用いられるのは当然といえるだろう。これを要するに，
IndicativeはMood of FactでSub3unctiveはMood
of Thoughtであるという公式論よりは，hdicativeは
それを用いないほうがよいという特別の理由がない限り
普通に用いられるMoodで，Subjunctiveはある雀の
用法に限り，用いてもよいかあるいは必要なMoodで
ある，という一見消極的ないい方のほうがより一層言語
的事実に近いといえるだろう。
4．才旨導の簡素化について
仮定，想像等の意味を表わす文（仮定法）を指導する
に当って，たいてい教科零や参考寧等に見られる説明
は，たとえそれらが親切心から出たものであっても，や
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たらに煩雑なものとなっているおそれがないだろうか。
一度に何もかも，しかも歴史的に見て正しい説明を加え
て教えこもうとするあきり，「現在の事実に反対の仮定
を表わすには……」とか「Subjunctive．Past Perfec七
の用法は……」とかいう文法用語に弱い生徒は事柄とし
て理解できても，極めて簡単な表現にさえ中々習熟しな
い。それどころか，その説明さえも，何度聞いてもわか
ったようでわからない生徒が多いのが現状であろう。こ
のように，仮定法という文法事項は，学習者にとって中
々理解しにくいもののようである。そのむずかしさの原
因にはいろいろあるだろうが，一般的にいって次の点が・
その原因と考えられるだろう。
（1）教科書，参考書により「仮定法」のさす範囲がま
ちまちであること。教科書によっても違いはあるが，参
考書での説明が教科幸や先生の説明とくいちがっている
場合は無用の混乱を起こさせる。
（2）英語の仮定法の実体を理解せずに，ただ「仮定
法」という文法用語から，Ifit rains tomorrow，I
WOn’t go out．などのような文も，仮定法を用いた文
であると思っている極めて素朴な誤解が混乱をまねいて
いることもある。
（3）仮定法の動詞の語形とその意味との間に時の点で
ずれがあること。このことは（1），（2）と異なり，現代英語
の仮定法の本質にふれる問題である。すなわち，たとえ
ばIf工ゐαd a dog，I would takeitforawalkevery
mordhg．のhadは語形は過去形であるのに，意味は
現在に関することである。さらに，仮定法，の分塀，伝
統的名称において，「仮定法現在」「仮定法過去」「仮定
法過去完了」はいずれも動詞の語形による名称であるの
に，「仮定法未来」（Ifitg如〟gdγα飯tOmOrrOW，If
工’ぴgrgねねJghkn，）は意味による名称であるというこ
とが，事を一層複雑にし，混乱させている。
（4〉　これは（3）に関連することであるが，動詞の語形と
意味との関係が日本語と英語とでは平行していないとい
うことも，仮定法をむずかしくしている原因の一つとい
えるだろう。たとえば，日本語の「金があれば（あった
ら）……」‘という表現は，これを英語に直すとすれば，
文脈によって直接法（IndicativeMood）を用いるとき
と，仮定法を用いるときがあり，さらにそれぞれの場合一
で意味上の時を考えなければならない。（日本語の「金
があったら……」は過去，現在，未来のいずれのこと暫こ
関しても用いられるだろう。）
（5）仮定法の動詞といっても，現代英語では純粋に仮
定法特有の語形というものはほとんどないのに，特別な
意味を表わすからといって仮定法の動詞を扱わなければ
ならないところに，そのむずかしさがある。
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すなわち，
a）Ifthe ru血Or be true，he maybesafe．
b）Iwi血Ⅰぴβγ占abird．
C）Werecqmnerldthatthegovernment adoやt
地is plan．
d）Ifitg如〟gd rα如，ユwon’tgo out．
可IfIあ‡叫I would tellallaboutit．
ゴ）Wemighthave beenin time，if wehadsiartN
飢才alittle earlier．
上のa）ルf）で主語と述語動詞の関係から考えて，a）の
te，b）のⅥ椅re，C）のadoptの三つだけが，仮定法特
有の形といえる。なぜならば，直接法ならa）はis，b）
はWaS，C）はadoptSを用いるわけであるから。その
他のd），e），f）においては動詞が特別な形を用いている
わけではない。それぞれ助動詞SIlOuid，過去形，過去
完了形の用法の一つと考えれば，仮定法といわなくても
よい。しかし，ふつうはd），e），f）もそれぞれ未来，現
在，過去のことについて特別な意味を表わすために用い
られたものであるからというので，「仮定法」と呼ばれ
ているわけである。
上述のような仮定法の学習上の困難点を念頭におい
て，生徒の負担を少しでも軽くするだろうと思われる指
導を簡易化し，能率的にすることについて考えてみよ
う。
Ifitゐfine tOmOrrOW，he抑混go on a picnic．
という文においては仮定は未来のことに属する。そして
5）
この定動詞形（Finiteverb）はいずれも現在形である。
willgoの内容はとにかく，定動詞形としてWillは現
在なのであるから，未来に関する仮定は定動詞形（従属
節，主節とともに）を現在形で統一するといえば，それ
で十分であろう。
同様に，IfIゑ〝紺his address，工棚0手′Jd m・ite t0
ムim．については，これは現在の仮定である。「事実に
反する」とかなどとはいわないほうがよいだろう。「私
が彼の住所を知らない」ことが現実なら，現在の仮定は
「知っている」場合しか対象となり得ない。すなわち，
現在の仮定という以上現在実際にあることの反対かまた
は現実とは無関係にいう場合しかあり得ない。それ故
に，現在の仮定は定動詞形を過去形で統一することで十
分であろう。
このように，Tenseを一つずつずらせばよいのであ
って，過去のことに属する仮定（ここでも反対とことわ
る必要は準い）は動詞を過去完了形で統一するといえば
よいことになる。この場合「定動詞」といえないのは過
去完了の形の特殊性からやむを得ない。
IfIゐαd鳥形ロび乃his address，工机血は如助川け姐∽
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七011im．において，従属節はむろん過去完了形だが，主
節は過去のWOuldをそのままにして，Vriteのほうを
完了形にしたいわば代用形であるが，教室ではこの代用
究了形の了解のもとに「過去完了形で通す」といったほ
うがわかりやすいと思う。
以上のように統一してお桝ま，「その辞書を見れば，
すべてのことがわかる」という文で，生徒のほうで，
If youcoが城址at dictionary，yOnぴfJg knowall
abolユもれ　の表現ができさえすれば，単にTenseの移動
だ叶で，
現在の仮定→Ifyo－ユCαルざ〟地d地at dictionary，
yoll WOutd know allaboutit．
過去の仮定→Ifyouゐαdcα押S肋edtbat diction－
ary，yOlユ甜β〟rd加がgゑ仰Z州allabouti七・
と容易に変化ができると思う。
まして，If也esunぴereわγゐβin仇ew萬七，のよ
うなものを特別扱いする必要は少しもないのであって，
単にbe＋七〇一mfinitiveの形を仮定にもってきただけ
ものとして処理すればよいと思う。生徒のほうではこれ
は未来の仮定ではないかという疑問を抱くかも知れない
が，『未来の仮定は時に関係して肯定，否定の両方の可
能性があるの忙対して，太陽が東から昇るというのは，
いわば，「時」に無関係なことである。「時」に無関係な
ものはIgotosc‡1001every血y▲のように現在として
処理すればよい』ということにして，上述の「現在の仮
定」にあてはめれば，当然，Wbat棚0鎚rdhappen，if比e
s皿掴reわγねgin比ewest？のような形になること
を了解させることができると思う。つまりIflleゐtO
comeagain，IwillteachhimtOinsulthissuperi－
or8．が，現実に彼の来る可能性が少ない場倉Ifbe
仰βγgtOCOmeagaln，Ⅰ仙川揖teac－1bimtOinsult
hissuperiors．となる場合と同様に取り扱えばよいので
ある。
以上のように「仮定の内容を未来，現在，過去の三つ
にして，動詞はそれぞれ，現在形，過去形，過去完了形
を用いる」としておくだけでは処理できない2，3の問
題があるが，生徒としては大した問題ではないと思われ
るので，軽くふれておこう。
第1に，IfI1egゐ0〟Jdcome／lestyon dわびgdbe
也kenillのような場合の血ould一という形であるが，
ちれほ名詞節によく表われる血ouldと同じものとし
て，仮定法の形とは別に教えるほうが便利である。すな
わち「意味のないS‡10uld」として扱えばよい。とくに
後者は理解のためならよいとしても，表現力をつけると
いう意味では生徒に不必要であろう。
第2に，仮定法表現で過去形と過去完了形をとった従
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屈筋の動詞は「時の一致」の原則をうけず，時制は変化
しないことである。
a）工wi血you雄erg　血ere．
b）工wi血ed you畑ere払ere・
C）I wi血youゐαd∂8g弗地ere．
d）I wislled you had bee）L there．
I wisb you wereのWisbがwisbedになるとyou、
もadbeenになると誤解している生徒がいることと注意
を要する。上記のb）はWishedした時からみての「今」
そこに居ればよい，d）はその時からみてさらに「以前」
行っておったらよかった，という意味である。これにつ
いては，
〈He seems to be rich．
He seemed t0毎ricb．
He seems t0ゐα鵬方ge71rich．
med t0カαpeろe朗t ricb．
カ：どJespersenのいう　Split－Sub3ectの場合や現在分
詞，動名詞の場合のTense（writingとhavingwriモー
1en等）と比較して説明したほうがよい。このようにし
て次のような区別も理解させることができると思う。
He actS aSif heぴgre tbe boss．
He acted aSif he雄βrg tbe boss．
He speaks asiflle had bee）l abroad．
Hespoke asiflleゐαd古的乙abroad．
さ）
さて本稿では定動詞（形）〔Finite Verb〕という用
語をしばしば用いたのであるが，この術語はもっと生徒
ヰこ徹底させるべきであらうと患うのに，従来やや消極的
であったのではないだろうか。もちろん，英語では定動
詞形といっても原形（Roo七一Form）とそんなに変わら
ない。すなわち語尾変化が少ないから不必要な用語だと
もいえるが，少し複雑な文を説明しようと思うと，どう
してもこれが必要になってくるように思われる。
以上述べたところは定動詞形というものを十分に理解
させておくという前提にたってのことであるが，それだ
けの手数をかけても，このほうがわかりやすいように思
う。前のほうで述べたように，過去完了の形は定動詞形
・のみに注目すれば，それは過去形であるが，後に来る過
去分詞や完了形（had known／Ⅵ和uldllaVeWritten）
との結合によって過去完了の意味を表わしているような
一点も，定動詞形と非定形とをはっきり区別して始めて
了解されることである。あるいはこの場合だけ，had
knownノwould bave written全体を定動詞形とみな
して「定動詞形が過去完了になっている」といってもさ
しつかえないと思うが，それも上述の理解があってのこ
之である。
弟28号1973
5．むすび
以上英語仮定法衷現について仮定法と直接法とを比険
しながら，その主賓なものと慣用的なものの一部にふれ
てきたが，その取りあげ方や扱い方には，不十分な点や
適切でないものが多々あると思う。「ロに仮定法といっ
ても，Moodの問題は広く，深く，複雑徴妙をきわめて
おり，学者の間でも議論のやかましい問題であり，われ
われとしても容易に研究しつくせないものである。しか
しこれを学生，生徒に教える場合には，できるだけ簡易
に，実用的に役立つよう心掛けなければならない。用語
なども最少限度必要なものにとどめ，用語で概念化させ
るnagicでなく，事舞で解明させるlogicで進めた
い。そういう意味で4の指導の簡素化は本稿の中心的内
容として取りあげたつもりである。また数人の教師で教
える場合，学説的に意見の相違することは止むを得ない
として，それが生徒を混乱させることはよくないから，
用語の数や内容について協定するなりして，生徒に対し
てはなるべく教授者側として一致の態度が望ましい。し
かし，生徒のほうでもいろいろな参考寮を読むから，疑
問が百出する。その場合大事なことは，学者の意見がち
がい，用語は変っても，対象となる問題，英語の事実は
一つである。つまり見方の相違，楯の両面であるという
ように生徒に納得させなければならない。そこは教師の
誠意と熱意と親切の問題といえるだろう。（1973．10．20）
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疇（categories）であるNumber，Persoq，Tense，Voice，
Moodによって限定されている形をいう。文の述語とし
て用いられ，この場合にはPredicateVerbという。準
動詞（Verbal）に対する．Ⅰ妨通ofgoing．／He　あわ如
Ofgoing．／They thoughlofgoing．／thoughheihinh（S）
llighly of himself～．ふつうの動詞はFiniteFormおよ
びVerbalを備えているが，助動詞Will，Shall，may，
Can，nuSt等はFinite Formだけしかない．
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